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お読みください
日 刊　月 3400 円
日曜版　月 800 円

九
月
議
会
は
昨
年
度
の
歳
入
決
算
額
6
6
3
億
1
2
3
4
万
7

9
9
5
円
、
歳
出
6
4
9
億
7
3
8
8
万
1
8
7
7
円
、
差
引
1

3
億
3
8
4
6
万
6
1
1
8
円
で
、
繰
越
財
源
1
億
3
5
2
7

万
5
9
2
5
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
1
2
億
3
1
9
万
1
9

3
円
の
黒
字
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
、
医
療
施
設
用

地
取
得
費
、
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
推
進
事
業
、
山
口
国
体
岩

国
実
行
委
員
会
負
担
金
、
川
下
地
区
運
動
広
場
整
備
事
業
、
介
護

基
盤
緊
急
整
備
等
補
助
金
、
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
金
の
ほ

か
、財
政
調
整
基
金
の
積
立
金
6
2
億
7
0
4
3
万
6
千
円
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
基
地
政
策
、
同
和
問
題
な
ど
を
指
摘

し
、
決
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

    

大
西
議
員
の
一
般
質
問

水
道
局
が
発
表
し
た
値
上
げ
に
対

し
て
、
多
く
の
方
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
耐
震
化
は
ど
の
地
域

か
ら
や
る
の
か
。
な
ぜ
10
年
計
画
な

の
か
。

　
10
年
過
ぎ
た
ら
料
金
を
元
に
戻
す

の
か
。
27
％
の
値
上
げ
は
高
す
ぎ
る
。

特
に
年
金
が
年
々
下
が
っ
て
い
る
中
、

消
費
税
も
上
が
る
。
水
道
料
金
も
上

が
る
と
い
う
の
は
、
年
金
暮
ら
し
に

は
堪
え
る
と
い
う
強
い
声
が
あ
り
ま

す
。

　
大
西
議
員
は
、
市
民
は
耐
震
化
の

必
要
性
は
認
め
て
い
る
。
住
民
説
明

会
を
開
い
た
り
し
て
、
納
得
の
い
く

説
明
を
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
又
、
給
水
単
価
に
含
ま
れ
る
人
件

費
の
割
合
が
県
下
一
高
い
と
指
摘

し
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
値
上
げ

を
す
べ
き
で
な
い
と
質
問
し
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
決
算
議
会
報
告

　

 

受
け
付
け
件
数
、
申
請
金
額
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
内
容
、
施
工
業
者

の
受
注
件
数
に
つ
い
て
尋
ね
、
受
付

件
数
は
426
件
、
申
請
金
額
3
0
9
3

万
4
千
円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
内

容
は
屋
根
や
外
壁
の
改
修
、
台
所
、
ト

イ
レ
、
浴
室
等
の
改
修
が
多
い
。
　
　

　
施
工
業
者
の
受
付
件
数
は
164
社
の

内
、
1
社
で
28
件
、
23
件
と
あ
り
、
4

〜
5
件
が
16
社
、2
〜
3
件
が
45
社
、

1
件
の
受
注
が
87
社
の
受
注
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
問
題
点
は
、
1
社
が
28
件
も
受
注

し
て
お
り
、
10
月
か
ら
の
受
注
で
同

じ
業
者
が
又
多
数
受
注
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
受
注
件
数
に
制
限
を
す

る
よ
う
提
案
。し
か
し
、当
局
は
経

営
努
力
で
受
注
し
て
い
る
の
で
難

し
い
と
答
え
ま
し
た
。

岩
国
米
軍
基
地
を
飛
び

立
っ
た
オ
ス
プ
レ
イ

ま
た
平
成
24
年
度
の
補
正
予
算
1
6

億
5
0
3
8
万
5
千
円
を
審
議
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
35
議
案
が
提
案
さ
れ
、

日
本
共
産
党
市
議
団
は
議
案
第
1
2
1

号
岩
国
市
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
反
対
い
た
し
ま
し
た
。

値上げ反対

 

市
民
会
館
で
大
き
い
行
事
が
あ
れ
ば
洋
式
ト
イ
レ

の
前
で
行
列
が
で
き
る
。
洋
式
ト
イ
レ
を
増
や
し
て

と
い
う
住
民
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

 

市
も
一
階
に
は
障
害
者
用
に
一
ヶ
所
し
か
な
く
、

洋
式
ト
イ
レ
の
増
設
の
要
望
は
強
い
の
で
改
修
計
画

と
の
関
連
も
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
し
た

い
と
答
え
ま
し
た
。
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坪
田
議
員
の
一
般
質
問

 

　
愛
宕
山
へ
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
介

護
福
祉
施
設
の
移
転
に
伴
い
、
南
岩

国
駅
の
利
用
者
は
今
以
上
に
増
加
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
日
の
乗
降
客

Ｊ
Ｒ
が
1/3
、
岩
国
市
が
1/3
の
負
担
と

な
る
。
現
在
岩
国
駅
舎
の
改
築
等
の

要
望
や
南
岩
国
駅
の
段
差
解
消
等
の

要
望
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
は
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
も
要
望

て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

山
田
議
員
の
一
般
質
問

     

　 中
学
校
区
ご
と
に
配
置
さ
れ
て
い
る

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
各
小
学

校
に
も
巡
回
を
求
め
る
質
問
に
対
し
、

答
弁
は
「
必
要
に
応
じ
て
配
置
を
考

え
て
い
き
た
い
」
と
し
ま
し
た
。

数
が
約
3
8
0
0
人
と
3
0
0
0
人

を
超
え
る
南
岩
国
駅
は
「
高
齢
者
、身

体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

  

市
と
し
て
Ｊ
Ｒ
に
強
く
要
望
す
る

こ
と
を
求
め
た
質
問
に
対
し
、
答
弁

は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
要
す
る
経

費
は
国
の
補
助
対
象
と
な
り
国
が
1/3
、

 

Ｍ
Ｖ
ー
22
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
つ
い

て
、
全
国
知
事
会
は
「
関
係
自
治
体

や
住
民
が
懸
念
し
て
い
る
安
全
性
が

確
認
で
き
な
い
状
況
で
は
受
け
入
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
ハ
ワ
イ
で
の

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
あ
た
っ
て
、

同
機
が
も
た
ら
す
強
烈
な
吹
き
お
ろ

し
の
風
な
ど
に
よ
る
環
境
へ
の
悪
影

響
を
考
慮
し
て
、
計
画
し
て
い
た
飛

行
訓
練
を
中
止
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

州
で
も
住
民
か
ら
安
全
性
を
懸
念
す

る
池
が
多
く
寄
せ
ら
れ
飛
行
訓
練
を

中
止
し
て
い
ま
す
。

 

日
米
両
政
府
は
、
沖
縄
は
も
ち
ろ

ん
全
国
各
地
で
反
対
の
意
思
を
表
明

し
て
も
強
引
に
移
駐
さ
す
こ
と
は

「
日
本
人
は
動
植
物
以
下
」
と
の
認

識
で
、
屈
辱
的
で
と
て
も
許
せ
る
も

の
で
は
な
い
と
指
摘
。

 

市
長
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
等
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

安
全
性
に
対
す
る
不
安
が
払
拭
さ
れ

て
お
ら
ず
、
試
験
飛
行
を
認
め
な
い

と
答
弁
し
ま
し
た
。

 

錦
川
川
づ
く
り
検
討
委
員
会
が
、

最
終
会
の
委
員
会
で
「
平
瀬
ダ
ム
再

開
」
の
了
承
を
県
主
導
で
強
行
採
決

し
ま
し
た
。

 

錦
川
総
合
開
発
事
務
所
に
よ
る
と
、

平
瀬
ダ
ム
に
よ
る
被
害
軽
減
効
果
は

50
㎝
の
水
位
低
下
。
平
成
17
年
の
台

風
14
号
の
時
、
南
桑
地
区
は
2.2
メ
ー

ト
ル
の
床
上
浸
水
で
し
た
が
、
平
瀬

ダ
ム
が
出
来
て
も
1.7
メ
ー
ト
ル
の
被

害
が
発
生
。
7
4
0
億
円
の
巨
費
で

自
然
環
境
を
壊
す
よ
り
河
川
浚
渫
・

護
岸
工
事
を
進
め
る
方
が
ダ
ム
建
設

よ
り
治
水
効
果
が
大
き
い
と
質
問
し
、

治
水
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

  

答
弁
で
は
、
平
瀬
ダ
ム
の
被
害
軽

減
効
果
に
対
し
て
は
ま
と
も
に
答
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
平
瀬
ダ
ム
建
設

を
推
進
す
る
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
っ
て
間
も
な
く「
娘
が

学
校
の
プ
ー
ル
で
怪
我
を
し
た
」と
の

電
話
が
あ
り
、小
学
校
の
先
生
に
お
聞

き
す
る
と
6
名
の
児
童
が
け
が
を
し
た

と
の
こ
と
。教
育
委
員
会
は
予
算
が
な

い
の
一
点
張
り
、市
内
の
プ
ー
ル
の
管

理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
の
質

問
に
教
育
委
員
会
は
子
供
た
ち
の
危
険

防
止
に
は
き
っ
ち
り
対
応
し
て
い
く
と

し
ま
し
た
。

　 　
藤
河
、
御
庄
地
区
の
放
課
後
児
童
教
室
を
早
急
に
整
備
す
る
よ
う
六

月
議
会
で
要
求
し
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
御
庄
地
区
の
放
課
後
児
童

教
室
が
Ｊ
Ａ
の
空
部
屋
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
予
算
は
1
6
3
万
円
で
11
月
1
日
か
ら
、
新
た
な
教
室
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
窮
屈
な
片
隅
で
子
供
た

ち
は
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
の
び
の
び
と
放
課
後
を
過
ご
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

業
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
と
の

質
問
に
対
し
、
答
弁
は
「
若
者
の
地

元
企
業
へ
の
就
職
支
援
策
と
し
て
、

市
長
が
市
内
各
事
業
所
を
訪
問
し
、

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
確
保

の
要
請
を
お
こ
な
っ
て
い
る
」
と
応

え
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
中
で
も
電
気
産
業
・
大

手
の
ル
ネ
サ
ス
や
Ｍ
Ｃ
Ｓ
，
シ
ル
ト

ロ
ニ
ッ
ク
の
３
社
で
2
2
0
0
人

と
全
体
の
80
％
に
あ
た
る
大
リ
ス
ト

ラ
で
す
。
市
内
11
校
の
高
校
生
の
就

職
状
況
は
ど
う
か
。
市
長
が
地
元
企

　
山
口
県
内
で
は
今
年
に
入
り
大
企

業
の
リ
ス
ト
ラ
合
理
化
が
強
行
さ
れ


